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デビューして3年目を迎える、ササニシキ直系の新ブランド米『ささ結』。今年は作付面積を3倍に拡大し、多くの皆さんの食卓に届けられています。
　昨年度から『ささ結』のブランド認証をスタートし、環境に配慮した栽培と、玄米のタンパク質含有率が6・5％以内（水分15％換算）という厳しい基準をクリアしたものだけが『ささ結』として出荷されています。購入者からは、さらにおいしくなったとの評価をいただいています。
農林振興課  23-7090


　「大崎の米『ささ結』ブランドコンソーシアム」では、ささ結のおいしさを全国へ広めるため、さまざまな食品イベントへの参加や消費者との交流を行っています。その取り組みの一部を紹介します。

●第12回アグリフード EXPO東京2017
8月23日、24日の2日間、東京ビックサイトで行われたアグリフードEXPO2017で、ささ結を紹介しました。
　この催しは、国内産の農産物や加工品が集結し、生産者と食品メーカーが集う国内最大規模の商談会です。会場では、ささ結のごはんの試食や、大崎寿司業組合が握る酢飯シャリの試食、ささ結を原料にした「純米大吟醸酒ささ結」の試飲を行い、和食との相性などをアピールしました。
　また、会場には齋藤健農林水産大臣も来場し、あっさりとした新しい食感を味わい、おいしさに太鼓判を押していただきました。
写真１：アグリフードＥＸＰОにて、ささ結のおいしさを認めた齋藤農林水産大臣（右）
写真2：ささ結アグリ体験の稲刈り
写真3：新米試食会

●アグリ体験と交流
　エフエム仙台と「大崎の米『ささ結』ブランドコンソーシアム」の共催で、大崎新ブランド米『ささ結』×デイトエフエムジェイサイドステーション ささ結アグリ体験２０１７を開催しました。
　この企画は、お米の栽培経験を通じて、ささ結を多くの人に知ってもらい、お米をもっと食べてもらおうという願いを込めたもので、今年で2年目となります。
　県内のリスナー延べ60人が、5月に田植え、9月に稲刈りを行い、子どもから大人まで手作業での栽培体験に汗を流し、ささ結のおにぎりや手作りの味噌汁を食べて交流を深めました。

●新米試食会
　10月2日に祥雲閣で行った、3年目の新米試食会では、新米ささ結のおにぎりや寿司の試食と「純米大吟醸酒ささ結」の試飲が行われました。
　8月の低温と日照不足により品質が心配されましたが、新米の予想以上のおいしさに、参加した関係者も安心し、これからのささ結のＰＲを誓い合いました。
　また、当日は、大崎市情報発信ラジオ番組「オオサキユノラジ」（エフエム仙台７７・１メガヘルツ）のパーソナリティー貝山和季氏、佐藤千日氏も参加し、大崎の収穫の秋を堪能しました。

●ササニシキ系の米のおいしさを競う
『ささ王』決定戦　11月22日初開催！
　新たな取り組みとして、ササニシキ系の米のおいしさを競い合う「みやぎ・大崎耕土『ささ王』決定戦」を開催します。
　粘り少なめ、あっさりとした食感で、和食や寿司に適性のあるささ結とササニシキのおいしさを競い、生産者の技術や米の品質を高め合うことで、ササニシキ系のお米のおいしさを多くの人に広めていきます。
　開催日当日は、事前に行った機器分析による1次審査で勝ちあがった15点の米を炊飯し、食味の専門家である米マイスターなどの審査員による官能評価（外観、香り、味、硬さなどの基準を点数化）での最終審査を行います。
　誰でも参加見学できますので、ぜひ、参加してください。参加希望者は、農林振興課（23-7090）までお問い合わせください。
■みやぎ・大崎耕土『ささ王』決定戦
日時　11月22日13時30分～
会場　宮城県古川農業試験場
内容　最終審査（官能評価）
　　　講演会　講師：食糧ジャーナル編集長　鶴田 裕 氏
　　　審査発表（「ささ王」が決定）
主催　大崎市、大崎の米『ささ結』ブランドコンソーシアム


●大好評の新米
　10月15日、JR古川駅前広場で新米まつりが開催され、新米ささ結の販売がスタートしました。会場では、100人限定のささ結の寿司2貫や、ささ結のおにぎりなどが約1,000人の来場者に振る舞われました。
　ささ結は、市内の各JAなどで販売を開始しています。また、今年の冬には、大好評のささ結で仕込んだ、純米大吟醸酒ささ結の新酒販売も予定しています。大崎耕土が生んだササニシキ直系の新ブランド米『ささ結』を、ぜひ味わってください。
■新米ささ結販売場所　
古川地域　Aコープ古川店
岩出山地域　メルカド四季彩館、あ・ら・伊達な道の駅
富谷市　JAみどりのファーマーズマーケット元気くん市場仙台店

写真1：「大崎市民歌を歌おう会」が市民歌を披露
写真2：ささ結のおにぎりなどが振る舞われた



